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いっぽいっぽいっぽ
ひとりで できるもん！

せいふくやぼうしは、かたづけましたか。
まず、れんらくちょうを みましょう。
おたよりは、だしましたか。
さあ、しゅくだいを やりましょう。
 テレビは、けしましたか。
 しせいは、いいですか。
 えんぴつのもちかたは、ただしいですか。

◎ きょうの こと
すぐに やってしまおう

学習で大切なのは、集中することです。
「時計の針が○までに」「タイマーで○分」など、
徐々に学習時間を長くできるようにしていきましょう。
生活のリズムをつくり、家庭学習の習慣をつけましょう。

さいしょのさいしょの

これで すっきり！

じかんわりは、あわせましたか。
もちものは、いれましたか。
えんぴつを けずりましたか。
ふでばこのなかは、そろえましたか。
ハンカチやティッシュを いれかえましたか。
なまえは、かいてありますか。

◎ あしたの こと
わすれものは ないかな

「整理整頓する」「次の学習準備をする」ことは、学習の基本
です。ランドセル・制服・教科書・ハンカチ・連絡帳などの置
き場所を決めておきましょう。
一つ一つ自分でできるようになるまで、見守りつつ励まし
てあげてください。

これで ばっちり！



できると いいな！

できることは、じぶんでしましょう。
 くつならべ、おちゃわんはこび、
 しょくじのあとかたづけ、ズックあらい…

 できそうなことが、いろいろありますね。
できることを ふやしましょう。つづけましょう。
 おうちの人が、よろこびますね。
どんなほんが、すきですか。
 えほん、むかしばなし、ずかん…

 いろいろありますね。
いっぱいよんで、
 おきにいりのほんを みつけましょう。

おうちの なかで

ひとと、あそびましょう。
ぎょうじに、さんかしましょう。
 おまつり、でんとうぎょうじ、クリーンさくせん…

ともだちといっしょに、
むかしからのあそびに
ちょうせんしましょう。
 かくれんぼ、けんだま、だるまさんがころんだ…

ちいきの なかで
はなや やさいを そだてましょう。

いきものを そだてましょう。

くさばなで あそびましょう。

ほしや つきを みてみましょう。

しぜんの なかで

「ありがとう」「助かったよ」と、感謝の気持ちを伝えること
で、やさしい気持ちと意欲が芽生えます。
家の仕事として続けることで、責任感や忍耐力が養われま
す。家の仕事は、自立への第一歩です。

読書をすると言葉が増え、「表現力」や「想像力」が豊かに
なります。
本好きになるように、身近なところに本を置いたり、読み
聞かせや親子読書に取り組んだりしてみてください。
大人が読書する姿を見せるのも大切なことです。

機械とばかり遊ぶより、人と遊びましょう。
人とつながり、体を動かして遊ぶことは、体力だけでなく、
協調性や忍耐力、そして思いやりの心を育ててくれます。
親子で地域の行事に参加して、大人も子どもも、「顔」でつ
ながり、「声」でつながり、「心」でつながるといいですね。

バーチャルなものではなく、本物に触
れさせてあげてください。
五感が発達します。
自然の中には、子どもの胸がときめく
発見がいっぱいあります。
また、自然の恵みや厳しさも学べます。
「生きる知恵」を育む体験を、たくさん
させてあげましょう。

ゲームをしすぎていませんか？
ゲームには、心の発達・知的能力・視力・体力などへの良くない
影響が指摘されています。
ゲームをする時間は、親子で話し合って決めましょう。



ちょうせん しよう！〈1〉

・どんなものを みつけましたか。 ・どんなことが、できましたか。
・だれと、あそびましたか。 ・なにが、おもしろかったですか。

かいたら、せんせいにも
よんでもらおうね。

え や ぶんで

＜じゆうちょうに＞

＜あのねちょうに＞

＜五・七・五で＞



いっぽいっぽ

【さんすう】

学校の宿題が軌道に乗ってきたら、「すすんで勉強」に取り組んでみ
ましょう。学校で学習した内容を自分で復習することは、学力の定着
にとても大切です。
学習することが楽しくなるよう工夫するといいですね。

さいしょのちょうせん しよう！〈2〉

 やりかた ① がくしゅうすること（めあて） ② ひづけ
 ③ すすんでがくしゅう ④ ふりかえり

すすんで がくしゅう

【こくご】

がくしゅうすることを
ちゃんとかいてあるね。

かたかなを つかって、
たのしくがくしゅうしているね。

もんだいを じぶんで
つくっていて、すごいね。

くりかえしてれんしゅうすることは、
とてもたいせつだね。


